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「生徒いきいきプラン」

県内中学校卒業者がピーク時の平成元年の３６，３３０人から平成１９年には約２０，８００人へと約４３％

も減少します。また、生徒の学習に対するニーズが一層多様化するなど、高校をとりまく社会状況は大きく

変化しています。

岐阜県教育委員会では、高校を一定規模に保つことにより教育水準や活力を維持し、また、総合学科

や普通科単位制高校など新しいタイプの高校・学科を設置することより学ぶ場の選択幅を一層拡大する

など、県立高校を再編成し、未来を担う子どもたちの立場に立ったより一層魅力ある高校づくりを進める

「生徒いきいきプラン」を平成１５年度から実施しています。

◆「生徒いきいきプラン」のいままでの経緯と実施状況
【平成１５年度】

坂下女子高 福祉科年・月 経 緯 坂 下 高

高等学校活力向上検討委員会の提言
【平成１６年度】平成１３年

１２月 「活力と魅力にあふれる高等学校
本巣松陽高 岐阜城北高の整備充実について」 岐 陽 高 岐阜藍川高

－生徒いきいきプラン－
本 巣 高 全日制単位制高校 岐阜三田高 総合学科

県教育委員会
平成１４年

東濃 高４月 ｢生徒いきいきプラン｣ 中濃西高 土岐北高関有知高 ﾌﾛﾝﾃｨｱ

整備方針及び実施計画の発表
中 濃 高 ぎふ総合型選択制 ３部制単位制高校

高校坂下高校
平成１５年

東 濃 高 揖 斐 高 八百津高４月 「生徒いきいきプラン」による新しい ･全日制単位制高校

高校としてスタート
連携型中高一貫教育校

平成１６年 本巣松陽高校など７校
【平成１７年度】４月

新しいタイプの高校としてスタート
岐阜各務野高 大垣養老高各務原東高 大垣農業高

平成１７年 岐阜各務野高校など６校
情報科・福祉科 総合学科４月 岐 阜 女 子 商 高 養 老 女 子 商 高

新しいタイプの高校としてスタート

海津明誠高 益田清風高平成１９年 加茂高校と白川高校などの統合 海 津 高 益 田 高

４月
海津北高 ぎふ総合型選択制 益田南高 総合学科

高校

高 山 高 全日制単位制高校飛騨高山高 不 破 高

斐太農林高 ぎふ総合型選択制

高校

【平成１９年度】

加 茂 高 恵那南高 中 津 高加 茂 高 岩 村 高 中 津 高

多様な科目選択ができる高校 総合学科 全日制単位制高校白 川 高 明智商業高 恵那北高

普通科・理数科 普通科
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①少子化の影響による高校教育の諸課題に対応

高校の小規模化による問題点
①多様な教育課程の編成が困難 学校規模の適性化

↓②授業の専門性の確保が困難 生徒いきいきプラン
魅力と活力ある高校に③生徒同士の交流機会が減少

④特別活動の実施に影響

高校の統合と再編を進めることで

※平均学級と５学級以下の学校数は全日制の県立高等学校の数値である。○県立高等学校の数の変化

平成元年度 平成１４年度 平成１７年度 平成１９年度

７５ ７４ ６６ ６３学 校 数

平均学級数 －７．７ ５．８ ６．０

５学級以下
－１７ ３４ ２５

の学校数

②生徒の学習ニーズの多様化に対応

普通科・専門学科だけでなく普通科・専門学科
生徒いきいきプランが中心の

多様な高校選択が可能に高 校 選 択

新しいタイプの高校（学科）は
新しいタイプの高校（学科）の設置 平成１９年度には、２４校に拡大平成１４年度
により学びの選択肢の一層の拡大６校

「生徒いきいきプラン完成時」

平成１４年度 平成１９年度

【新しいタイプの高校(学科)】 【新しいタイプの高校(学科)】
○総合学科の設置高校

○総合学科の設置高校 ○全日制単位制高校
○全日制単位制高校 ○３部制単位制高校６校 ２４校
○３部制単位制高校 ○中高一貫教育校

○「情報科」「福祉科」の設置校
○ぎふ総合型選択制高校

平成１６年度設置数＜他県の状況＞ ＜他県の状況＞
広島県 １９校 北海道 ８校 広島県 ２６校 東京都 ２５校
石川県 ８校 神奈川県 ２５校 三重県 ２４校

全国トップレベルの選択幅

中学校卒業者(見込み）数
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Ｓ６２ Ｓ６３ Ｈ元 Ｈ２ Ｈ３ Ｈ４ Ｈ５ Ｈ６ Ｈ７ Ｈ８ Ｈ９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９

平成元年36 ,3 3 0人

平成19年約20 ,8 00人

約43%
(約15 ,50 0人減少）

（人）


